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1 はじめに

JABEE 認定においては，「学習・教育目標が広く

学内外に公開されること」が求められ，種々の情報が

「当該プログラムに関わる教員および学生に開示され

ていること」という文言が 2004年度の日本技術者教

育認定基準に追加されている．これを受けて，各大学

では JABEE に関する各種情報をホームページへ掲

載することで対応する例が多い．

シラバスの電子化機能を有する市販のシステムも多

くあるが，各大学の事情に合わせるためのカスタマイ

ズ料金が一般に高額であったり，基本機能以外のデー

タベースとの連携などが困難な場合が多い．そこで，

将来予想される各種サービスに対する拡張性を持たせ

ながら，フリーソフトを活用してシラバスのWeb化

を行った．

2 シラバスWeb化の経緯

旧来，当学部では平成元年より入学者に「専門教育

科目講義内容」という冊子を配布しており，平成 7年

に「シラバス」という名称に変わり，全学部生に配布

されるようになった．

生物圏生命科学科の JABEE試行を受け，JABEE

対応のためにシラバスに記載すべき項目が増加するこ

ともあり，Web版シラバスを作成することになった．

3 開発したシステム

3.1 データ入力部

シラバスのデータ入力は，Excel のテンプレート

ファイルを作成して各教員にメールで添付し，各授業

担当者がこれに入力したものを返送してもらう方式と

した．Web 上に入力用メニューを用意し，各担当者

に入力してもらうのが一般的なスタイルであるが，今

回は各授業と担当者の関連付けやユーザ認証が必要，

自由にアクセス可能な PC を持たない学生のために

紙媒体のシラバスも必要等の理由からWeb方式は採

用しなかった．

作成した入力用 Excelテンプレートでは，誤入力を

防ぐために，対象学年，開設時期，対象講座名，単位

数等の共通的な項目については，入力規則を用いてリ

ストから選択するようにした．また，しばらくは履修

申告時に紙媒体のシラバスも必要なことから，印刷用

出力シートも設けた．

3.2 変換スクリプト

各授業担当者が入力した Excel ファイルに記載さ

れた情報をデータベースに登録するための手続きを自

動化するため，Windows Script Host(WSH) を用い

て変換スクリプトを作成した．WSHとは，Microsoft

Windows 98，2000/XP，およびMeに標準で組み込

まれていて，VB(Visual Basic)Script エンジンを利

用すれば，Visual Basicの文法で記述されたファイル

操作などの一連の手続きを実行する機能のことであ

る．今回は，Excelシートからデータベース登録用の

クエリを作成するために 2 つの変換スクリプトを作

成した．

3.3 サーバ部

データベースおよび公開用Webサーバは同一マシ

ンとし，手持ちの PCに Linuxをインストールしたマ

シンを利用した．ソフトはすべてフリーに配布されて

いるものを使用し，データベースには PostgreSQL，

Web サービスは Apache+PHP という一般的な組合

せとした．

シラバス用のデータベースは，一部将来の拡張性の

ために冗長な部分を持たせながら，基本的には正規化

を行い設計した．最終的には 5 つのマスタテーブル

群と，担当，カリキュラム，スケジュールおよび関連

科目テーブルの合計 9つのテーブルから構成すること

にした．科目マスタテーブル内で定義される科目 ID

を最重要主キーとし，これを，担当やカリキュラム等

テーブル内のフィールドとリンクさせている．このよ

うに一つの科目に関する情報をいくつかのテーブルに
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分割したのは，授業回数の違いや 1つの授業を複数の

教員が担当することにより生ずる冗長性を排除するた

めである．

ユーザインタフェースには，Web 上で全授業科目

一覧表示，学科および講座の教育課程情報による検

索，科目名による検索，担当教員名による検索，外部

開放科目の一覧表示機能を持たせた．メニューで選択

した内容に応じて PHPのスクリプトがデータベース

にアクセスし，実行結果を HTML形式で出力する．

4 運用結果

昨年秋に学部内でシラバスWeb化のワーキンググ

ループを立ち上げ，現行システムとの整合性，入力項

目やデータ入力方法などについて検討を重ねた．並

行して，ダミーデータを使ったサーバサイドの開発も

行ってきた．これらの結果を受けて，1月の教授会で

シラバスのWeb化が承認され，約 1ヵ月の期限で入

力用 Excel ファイルの提出が要請された．ファイル

はデータ受け取り用のメールアドレスを作成し，そ

こへ添付ファイルとして送信してもらうようにした．

化学系を中心に Mac ユーザが比較的多数おられるこ

とから，Excel形式でのファイル提出が心配であった

が，教員相互間でうまく連携してもらえたため，特に

大きな問題はなかった．JABEE対応が進んでいた学

科や講座では事前にある程度準備されていたこともあ

り，最終的にはほぼ全ての科目に相当する 376科目の

シラバス用データが回収できた．

回収したシラバスデータをチェックしたところ，事

前にテンプレートを用意したことで大きなフォーマッ

トミスは見られなかった．しかし，教員名，科目名，

関連科目名などで全角・半角の不一致などが散見され

たため，若干の修正作業が必要であった．教員データ

ベースや成績管理システムと連携するなどして，デー

タの不一致を改善する必要がある．

スクリプトで変換されたクエリを発行することで，

瞬時にデータベースに登録できた．現在，ワーキング

のメンバーで細かな調整を行っており，まもなく学内

での試験運用を開始し，問題がなければ学部サーバに

移植し，公式のサービスとして提供する予定である．

5 まとめ

フリーソフトを活用することで，将来他のデータ

ベースとの連携など拡張性を考慮した形でシラバスを

Web 化することができた．当学部では数年前より 2

つの学科の新入生にノートパソコンを購入してもらっ

ているので，今後はオンラインでの履修申告など提供

するサービスを拡充していきたい．

なお，今回シラバスをWeb化するにあたり，学部

教務委員会および教務係の皆様より多大なるご支援，

協力を得た．ここに記し，謝意を表す．
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